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①五感意識 3.51 3.68 　0.17＊
②動物関心 4.45 4.53 　0.08
③植物関心 3.56 3.71 　0.15＊
④友人とコミュニケー
ション 5.16 5.12 −0.04
⑤話し合いで意見 4.37 4.29 −0.08
⑥問題解の関わり 4.09 4.02 −0.07
⑦将来保育者意識 5.16 5.05 −0.11
⑧普段から指導者意識 3.78 3.89 　0.11
⑨子どもも興味関心 5.33 5.27 −0.06
⑩歩く姿勢 3.66 3.7 　0.04
⑪ダイエット興味関心 4.55 4.54 −0.01
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　本研究では、保育者養成校における野外活動実習に焦点を当て、参加学生にどのよ
うな意識の変化がみられるのかを検討することを目的とした。具体的には、実習プロ
グラムに関して学生の意識が、実習前（事前）と実習後（事後）においてどのように
変化するのかを検証した。対象者は保育者養成コース 1年次授業履修者106名で、う
ち有効回答数は99名であった。学生の意識は、実習目的に沿って４側面12項目で量的
に把握することとし、実習前後で質問紙による調査を行なった。尚、事後調査におい
ては学生の率直な感想を得るための自由記述回答を追加した。実習目的に関連する項
目については、事前事後でのスコア平均値を比較し、実後の自由記述についてはそれ
ぞれの記述からキーワードを抽出し、その発現頻度をカウントした。分析の結果、実
習目的に関連する項目については、12項目中 2項目にのみ変化がみられた。「五感の
活用」と「自然を意識する」項目に関して、実習後で学生の意識が高くなった（5％
水準で有意）。その他の項目については、殆ど変化は見られなかった。一方、事後の
自由記述（感想）の分析からは、多くのキーワードが抽出され、学生が実習から多く
の経験と感動を得たことを伺わせた。自由記述の回答は、尺度による量的な分析結果
を補完する働きがあることを推察される。意識調査と自由記述の結果より野外活動実
習は、保育者養成校の学生にとって効果あったと推測される。
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